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１ 人口の推移 

本市の総人口は、平成 17 年（2005 年）の 66,261 人から、令和 2 年（2020

年）には 61,812 人となり、減少傾向にあります。一方、高齢者人口（65 歳以

上人口）は、平成 17 年（2005 年）は 16,051 人でしたが、平成 27 年（2015

年）は 19,537 人となっており、大きく増加しています。なお、高齢者人口のピ

ークは、令和 2 年（2020 年）の 21,037 人（高齢化率 34.0％）と予想されま

す。 

これまでは、高齢者人口が増加する中で、特に後期高齢者の増加が著しく、平

成 17 年（2005 年）には 7,629 人（総人口に占める割合：11.5％）でしたが、

令和 2 年（2020 年）には 10,803 人(同:17.5％)と 1.4 倍となっています。   

また、団塊の世代が 75 歳となる令和７年（202５年）には、高齢者人口はピ

ークを過ぎていますが、介護を必要とする寝たきりや認知症となる可能性が高い

後期高齢者は 1１,７７1 人(同:１９.７％)になることが予測され、しばらくの間は

更に増加し続けることが見込まれます。 

 

 

【人口推移】                            （単位：人） 

 
平成 17年 

(2005年) 

平成 22年 

(2010年) 

平成 27年 

(2015年) 

令和 2年 

(2020年) 

令和 7年 

(2025年) 

令和 22年 

(2040年) 

総 人 口 
66,261 64,550 62,671 61,812 59,658 54,272 

(100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%) (100.0%) 

0～14歳 
9,057 8,551 8,080 7,410 7,111 7,488 

(13.7%) (13.2%) (12.9%) (12.0%) (11.9%) (13.8%) 

15～64

歳 

41,134 38,330 34,933 33,365 32,558 29,009 

(62.1%) (59.5%) (55.9%) (54.0%) (54.6%) (53.5%) 

65～74

歳 

8,422 8,493 9,859 10,234 8,218 7,200 

(12.7%) (13.2%) (15.7%) (16.5%) (13.8%) (13.2%) 

75歳以

上 

7,629 9,090 9,678 10,803 11,771 10,575 

(11.5%) (14.1%) (15.4%) (17.5%) (19.7%) (19.5%) 

高齢者人口 

(高齢化率) 

16,051 17,583 19,537 21,037 19,989 17,775 

(24.2%) (27.2%) (31.2%) (34.0%) (33.5%) (32.8%) 

資料：平成 17年（2005年）、平成 22年（2010年）及び平成 27年（2015年）は国勢調査、令和

2年（2020年）は住民基本台帳、令和 7年（2025年）以降は山陽小野田市人口ビジョンの

推計値を基にして独自に推計した人口推計。（ ）内の数値は総人口に対する割合。 

第１節 山陽小野田市の現状 
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２ 高齢者人口の推移 

本市の高齢化率（総人口に占める高齢者人口割合）は、令和 2 年（2020 年）

にはピークに達し 3４.０％となっており、団塊の世代が 75 歳を迎える、いわゆ

る 2025 年問題の令和 7 年には 33.5％と予測され、全国平均の 30.0％と比較

すると 3.５％高くなっています。 

 

資料：平成 17年（2005年）～平成 27年（2015年）は国勢調査、令和 2年（2020年）は住民基本
台帳、令和 7年（2025年）以降は山陽小野田市人口ビジョンの推計値を基にして独自に推計し
た人口推計。（ ）内の数値は総人口に対する割合。 

資料：平成 27 年（2015 年）～令和 2 年（2020 年）は住民基本台帳、令和 3 年（2021 年）以降は山

陽小野田市人口ビジョンの推計値を基にして独自に推計した人口推計。 
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３ 日常生活圏域の人口 

(1) 日常生活圏域とは 

 高齢者が要介護状態になっても、可能な限り住み慣れた地域で生活を継続する

ことができるよう、地理的条件、人口、交通事情その他の社会的条件や、介護サ

ービスを提供するための施設整備の状況等を総合的に勘案し、日常生活の圏域を

設け、その中で高齢者が必要とするサービスを切れ目なく提供できる体制を整備

する必要があります。この圏域を「日常生活圏域」と定義し、これを単位として

地域密着型サービスやその他の高齢者サービスの提供体制の充実を図ります。 

    

(2) 日常生活圏域の設定 

 本市においては、前述の社会的条件や施設整備状況のほか、地域包括支援セン

ターやサブセンター、地区民生児童委員協議会の設置などの地域ケア体制の整備

状況等を考慮し、中学校区を「日常生活圏域」とします。（Ｐ１１参照） 

今後については、地域住民が公共サービスも含めた様々なサービスの担い手と

して参加し、コミュニティの再生や新たな公共空間の形成を図るための基盤整備

が必要なことから、本計画では、市民の生活形態やそれぞれの地域の特性を踏ま

え、新たな日常生活圏域の設定を検討します。 

 

【日常生活圏域の高齢者の人口】      

日常生活圏域 

項目 
竜王 小野田 高千帆 厚狭 厚陽 埴生 

総 人 口 8,137人 14,300人 19,297人 13,128人 1,910人 5,040人 

高 齢 者 人 口 2,578人 4,792人 6,467人 4,296人 867人 2,037人 

高 齢 化 率 31.7% 33.5% 33.5% 32.7% 45.4% 40.4% 

要介護（要支援） 

認 定 者 数 
459人 885人 1,063人 784人 151人 370人 

認 定 率 17.8% 18.5% 16.5% 18.3% 17.5% 18.3% 

 (令和 2年（2020年）9月末日現在) 
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(3) 日常生活圏域 
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１ 高齢者のいる世帯の状況 

   本市の 65 歳以上の高齢者のいる一般世帯は、平成 12 年（2000 年）は

10,084 世帯でしたが、平成 27 年（2015 年）には 12,652 世帯となり、約

1.3 倍の伸びを示し、一般世帯の伸び約 0.95 倍を上回っています。平成 27 年

（2015 年）においては、全世帯の約半数が高齢者のいる世帯となっています。

核家族化及び少子化の影響もあり、今後は、高齢者のいる世帯の「高齢化」が更

に進むものと予測されます。また、高齢単身及び高齢者同居世帯が、平成 12 年

（2000 年）は 7,273 世帯であったものが、平成 27 年（2015 年）には 8,782

世帯まで増加しています。 

【世帯数推移】                        （単位：世帯） 

 平成 12年 

(2000年) 

平成 17年 

(2005年) 

平成 22年 

(2010年) 

平成 27年 

(2015年) 

一般世帯 

（１世帯当たり平均人数） 

24,643  

（2.7人） 

25,289  

（2.6人） 

25,498  

（2.5人） 

25,689  

（2.4人） 

高齢者親族のいる一般世帯（ア） 

（一般世帯に対する割合） 

10,084  

（40.9％） 

10,804  

（42.7％） 

11,654  

（45.7％） 

12,652  

（49.3％） 

高齢者夫婦世帯（イ） 2,811  3,227  3,460  3,870  

高齢単身及び高齢者同居世帯(ｱ-ｲ) 7,273  7,577  8,194  8,782  

資料：国勢調査 

２ 高齢者世帯の住居の状況 

平成 27 年（2015 年）における住宅の所有関係については、持ち家率が本市

全体では 71.5％であるのに対し、65 歳以上の高齢者のいる世帯は 87.8％とな

っています。 

【住居の状況】                        （単位：世帯） 

 
全  世  帯 

65歳以上高齢者 
のいる世帯 

世帯数（構成比） 世帯数（構成比） 

世帯数 25,689 (100.0%） 12,652 (100.0%） 

 

持ち家 18,375（ 71.5%） 11,109（ 87.8%） 

公営・公団・公社の借家 1,769（ 6.9%） 784（  6.2%） 

民営借家 4,391（ 17.1%） 646（  5.1%） 

給与住宅 569（ 2.2%） 20（  0.2%） 

間借り 211（ 0.8%） 57（  0.4%） 

住宅以外に住む一般世帯 374（ 1.5%） 36（  0.3%） 

資料：国勢調査 

第２節 高齢者の生活の状況 
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３ 高齢者世帯の就業状況 

高齢者の就業者数は横ばい傾向にありますが、65 歳以上の就業割合は平成 27

年（2015 年）には 12.7％と増加傾向にあります。 

平成 27 年（2015 年）における高齢者の年齢別の就業割合は、前期高齢者

30.3％、後期高齢者では 6.4％となっています。 

 

【就業者数の推移】                      （単位：人） 

 
平成 12年 
(2000年) 

平成 17年 
(2005年) 

平成 22年 
(2010年) 

平成 27年 
(2015年) 

15歳以上就業者数 Ａ 32,473  31,220  28,774  28,134  

 65歳以上就業者数 Ｂ 2,859  2,833  2,694  3,563  

就業割合（Ｂ／Ａ） 8.8%  9.1%  9.4%  12.7%  

資料：国勢調査 

【年齢別就業者状況】                     （単位：人） 

年 齢 総 数 就業者（割合） 完全失業者（割合） 非労働力人口（割合） 

前期高齢者 9,735 2,950(30.3%) 161(1.7%) 6,624(68.0%) 

 65～69 5,493 2,092(38.1%) 118(2.2%) 3,283(59.8%) 

 70～74 4,242 858(20.2%) 43(1.0%) 3,341(78.8%) 

後期高齢者 9,561 613(6.4%) 20(0.2%) 8,928(93.4%) 

 
75～79 3,439 343(10.0%) 12(0.4%) 3,084(89.7%) 

80～ 6,122 270(4.4%) 8(0.1%) 5,844(95.5%) 

合 計 19,296 3,563(18.5%) 181(0.9%) 15,552(80.6%) 

資料：国勢調査 

 

資料：国勢調査 
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１ 要介護認定の状況 

   令和 2 年（2020 年）4 月現在では、高齢者人口の 18％（令和 2 年（2020

年）住民基本台帳の 65 歳以上の人口比較）に当たる 3,781 人が要介護認定を

受けており、認定者数は横ばい傾向にあります。 

    

【年度別要介護認定者数】                    （単位：人） 

 平成 27年度

(2015年度) 

平成 28年度

(2016年度) 

平成 29年度

(2017年度) 

平成 30年度

(2018年度) 

令和元年度

(2019年度) 

令和 2年度

(2020年度) 

要支援１ 526 ( 8) 504 ( 8) 438 ( 4) 423 ( 6) 478 ( 7) 461 ( 3) 

要支援２ 437 (11) 471 (10) 447 (10) 400 (12) 429 ( 9) 434 ( 8) 

要介護１ 919 (15) 989 (15) 1,020 (14) 1,043 (13) 1,105 (16) 1,102 (14) 

要介護２ 644 (16) 646 (17) 639 (13) 680 (13) 647 (10) 643 (13) 

要介護３ 495 (10) 474 (11) 500 (14) 459 (13) 475 (10) 459 ( 9) 

要介護４ 452 (10) 470 ( 6) 493 ( 7) 455 ( 5) 418 ( 3) 411 ( 4) 

要介護５ 320 ( 8) 315 (13) 324 ( 7) 286 ( 7) 274 ( 6) 271 ( 6) 

総合計 3,793 (78) 3,869 (80) 3,861 (69) 3,746 (69) 3,826 (61) 3,781 (57) 

※（ ）内は第２号被保険者数（再掲） 

※各年度 10月時の要介護認定者数。令和 2年度のみ 4月時の認定者数。 

 

  （単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３節 高齢者の現状 
 



                       第２章 高齢者を取り巻く現状 

 

17 

 

 

（単位：人） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人） 
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２ 令和２年（2020 年）４月サービスの給付実績 

(1) 介護サービス利用状況 

要介護認定等を受けている人のうち 75.8％（2,860 人）の人が、介護サービ

スを利用しています。なお、住宅改修や福祉用具購入等、継続性がない介護サー

ビスを利用した人は、利用者数には含まれていません。 

 

認定者数 介護サービス利用実人数 受給率 

3,781人  2,860人  75.6％  

 

(2) 利用状況（在宅・施設） 

    利用者のうち在宅サービスの利用者は 2,620 人（82.5％）ですが、令和元年

度（2019 年）の年間費用でみると 34 億 6,954 万円で全体の 60.7％の割合

となっています。また、１人当たりの費用額は、施設サービスが在宅サービスの

2.14 倍となっています。 
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(3) サービス利用者の年齢別要介護度構成 

どの要介護度もおおむね年齢が上がると増加していく傾向にありますが、75

歳以上から大幅に増加し、要介護 2 以上になると 90 歳以上が最も多くなってい

ます。 

 

【サービス利用者の年齢別要介護度構成】 

 65歳 

未満 

65～ 

69歳 

70～ 

74歳 

75～ 

79歳 

80～ 

84歳 

85～ 

89歳 

90歳 

以上 

要支援１ 1人 3人 12人 16人 58人 40人 25人 

要支援２ 6人 14人 26人 28人 49人 64人 49人 

要介護１ 11人 19人 51人 91人 185人 274人 265人 

要介護２ 13人 24人 22人 51人 115人 143人 193人 

要介護３ 10人 7人 25人 34人 65人 131人 149人 

要介護４ 3人 13人 14人 38人 46人 108人 142人 

要介護５ 4人 3人 8人 14人 42人 65人 91人 

合  計 48人 83人 158人 272人 560人 825人 914人 

 

 

(4) 要介護度別サービス利用 

要介護度が重度化するほど施設サービスの利用割合が高くなる傾向にありま

す。 
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(5) 施設サービスの利用状況 

施設サービスの利用人数は、介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の利用

が 274 人で最も多く、次いで介護老人保健施設が 212 人、介護医療院が 38

人、地域密着型介護老人福祉施設入居者生活介護が 32 人となっています。なお、

138 人（平成 31 年（2019 年）4 月現在）が施設入所の待機をしており、う

ち在宅で待機している人は 37 人です。 

    

【施設サービスの利用状況】 

施  設 利用実人数 構成比 

介護老人福祉施設 274人 49.2% 

介護老人保健施設 212人 38.1% 

介護医療院 38人 6.8% 

地域密着型介護老人福祉施設 32人 5.7% 

介護療養型医療施設 1人 0.2% 

合        計 557人 100.0% 
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(6) 施設サービスの費用額状況 

施設サービスの全体の費用額は、介護老人福祉施設（特別養護老人ホーム）の

費用が最も多く、次いで介護老人保健施設、介護医療院、地域密着型介護老人福

祉施設入居者生活介護となっています。また、1 人当たりの費用額は、介護医療

院や介護療養型医療施設が高くなる傾向があります。 

 

【施設サービスの費用額状況】 

施    設 費 用 額 構成比 １人当たりの費用額 

介護老人福祉施設 77,814千円 47.4% 284千円 

介護老人保健施設 62,477千円 38.1% 295千円 

介護医療院 13,520千円 8.2% 356千円 

地域密着型介護老人福祉施設入所者生活介護 9,859千円 6.0% 308千円 

介護療養型医療施設 362千円 0.2% 362千円 

合    計 164,032千円 100.0% （加重平均）294千円 
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(7) 地域密着型サービスの利用 

   地域密着型サービスの利用人数は、地域密着型通所介護が 286 人、認知症対

応型共同生活介護（グループホーム）が 171 人、認知症対応型通所介護が 104

人、小規模多機能型居宅介護が 74 人となっています。 

 

【地域密着型サービスの利用】 

サービス名 利用人数 構成比 

認知症対応型通所介護 104人 14.1% 

地域密着型通所介護 286人 38.7% 

小規模多機能型居宅介護 74人 10.0% 

認知症対応型共同生活介護 171人 23.1% 

看護小規模多機能型居宅介護 51人 6.9% 

地域密着型介護老人福祉施設 32人 4.3% 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 21人 2.8% 

合    計 739人 100.0% 
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(8) 地域密着型サービスの費用額状況 

   地域密着型介護サービスの全体の費用額は、認知症対応型共同生活介護（グル

ープホーム）の費用が最も多く、次いで地域密着型通所介護、認知症対応型通所

介護、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護、地域密着型介護

老人福祉施設、定期巡回・随時対応型訪問介護看護となっています。 

 

【地域密着型サービスの費用額状況】 

施   設 費用額 構成比 １人当たりの費用額 

認知症対応型通所介護 21,048千円  14,7% 199千円 

地域密着型通所介護 36,594千円 25.6% 119千円 

小規模多機能型居宅介護 13,832千円 9.7% 187千円 

認知症対応型共同生活介護 47,240千円 33.0% 276千円 

看護小規模多機能型居宅介護 12,622千円 8.8% 247千円 

地域密着型介護老人福祉施設 9,859千円 6.9% 308千円 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 1,982千円 1.4% 94千円 

合     計 143,177千円 100.0% （加重平均）188千

円 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



                       第２章 高齢者を取り巻く現状 

 

24 

 

(9) 在宅サービスの利用状況 

   在宅サービスの種類別の利用状況は、福祉用具貸与（41.7％）が最も多く、次

いで通所介護（36.4％）、居宅療養管理指導（16.0％）となっています。 

   要介護度別の主な在宅サービスの利用状況は、福祉用具貸与の割合は要介護度

によって大きな差はありませんが、通所介護の利用割合は、重度化するにつれて

減少する傾向があります。 

 

【在宅サービスの利用状況】 

居宅サービス別の利用延べ人数 人数 構成比 利用率 

福祉用具貸与 1,194人  27.8% 41.7% 

通所介護（地域密着型含む） 1,040人 24.2% 36.4% 

居宅療養管理指導 457人 10.6% 16.0% 

訪問介護 361人 8.4% 12.6% 

通所リハビリテーション 296人 6.9% 10.3% 

認知症対応型共同生活介護 171人 4.0% 6.0% 

特定施設入居者生活介護 150人 3.5% 5.2% 

短期入所生活介護 146人 3.4% 5.1% 

訪問看護 124人 2.9% 4.3% 

認知症対応型通所介護 106人 2.5% 3.7% 

小規模多機能型居宅介護 74人 1.7% 2.6% 

看護小規模多機能型居宅介護 51人 1.2% 1.8% 

訪問リハビリテーション 46人 1.1% 1.6% 

住宅改修 30人 0.7% 1.0% 

福祉用具購入 28人 0.7% 1.0% 

定期巡回・随時対応型訪問介護看護 21人 0.5% 0.7% 

訪問入浴介護 6人 0.1% 0.2% 

合     計 4,301人 100.0% 150.4% 

利 用 実 人 数 2,860人  
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(10) 支給限度額に対する利用率（在宅） 

 

   支給限度額に対する平均費用額の全体の割合は、65.5%です。支給限度額に対

する利用割合では、全体的に要介護度が重度化するにつれて、利用割合が高くな

る傾向にあります。 

 

【支給限度額に対する利用率（在宅）】 

要介護度 人数 平均費用額 支給限度額 対限度額割合 

要支援１ 278人 20,906円 50,320円 41.5% 

要支援２ 325人 36,346円 105,310円 34,5% 

要介護１ 846人 108,230円 167,650円 64.6% 

要介護２ 516人 147,298円 197,050円 74.8% 

要介護３ 293人 222,091円 270,480円 82.1% 

要介護４ 172人 250,465円 309,380円 81.0% 

要介護５ 96人 290,586円 362,170円 80.2%  
平 均 65.5% 

※住宅改修費及び福祉用具購入費は除外。 
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(11) 要介護度別の在宅サービス利用種類数 
要介護度別の利用種類数は、要介護度が重度化するにつれて複数のサービスを

利用する傾向にあります。 

 

【要介護度別の在宅サービス利用種類数】 

 要介護度 
１種類 ２種類以上 合計 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 

要支援１ 123人 82.0% 27人 18.0% 150人 100.0% 

要支援２ 191人 82.3% 141人 17.7% 232人 100.0% 

要介護１ 407人 52.3% 371人 47.7% 778人 100.0% 

要介護２ 161人 35.2% 297人 64.8% 458人 100.0% 

要介護３ 76人 30.5% 173人 69.5% 249人 100.0% 

要介護４ 48人 33.1% 97人 66.9% 145人 100.0% 

要介護５ 23人 32.4% 48人 67.6% 71人 100.0% 

全  体 1,029人 49.4% 1,054人 50.6% 2,083人 100.0% 

※認知症対応型共同生活介護、特定施設入居者生活介護、小規模多機能型居宅介護を除く。 
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(12) サービス種類別の利用割合 
通所型サービスが 42.7％、その他のサービスが 23.3%と高い割合となってい

ますが、訪問型＋通所型のサービス等、多様なサービスを組み合わせて利用して

いる人も多くいます。 

【サービス種類別の利用割合】 

サービスの種類 利用人数 利用割合 

訪問型 ※1  サービス 150人 7.0% 

通所型 ※2  サービス 914人 42.7% 

短期滞在型 ※3  サービス 45人 2.1% 

その他 ※4  サービス 498人 23.3% 

訪問型＋通所型のサービス 292人 13.6% 

訪問型＋短期滞在型のサービス 3人 0.1% 

通所型＋短期滞在型のサービス 80人 3.7% 

訪問型＋通所型＋短期滞在型のサービス 13人 0.6% 

多機能型 ※5  サービス 145人 6.8% 

合           計 2,140人 100.0% 

 

※１ 訪問型は、訪問介護、訪問看護、訪問入浴介護、訪問リハビリテーション。 

※２ 通所型は、通所介護、通所リハビリテーション。 

※３ 短期滞在型は、短期入所生活介護、短期入所療養介護。 

※４ その他は、訪問入浴、福祉用具貸与、居宅療養管理指導。 

※５ 多機能型は、小規模多機能型居宅介護、看護小規模多機能型居宅介護、定期巡回随時対応型 

訪問介護看護。 

※  認知症対応型共同生活介護、特定施設入居者生活介護は除く。 
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１ 要介護認定率 

  本市の要介護認定率は、全国平均より 0.8％低く、山口県平均より 1.3％低い

状況です。県内他市との比較は、高い割合順で 13 市中 10 位となっており、最

も高い市より 3.4％低く、最も低い市より 2.5％高い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

※小数点第１位未満は四捨五入で表記 

全国 山口県
山陽小

野田市
宇部市 美祢市 下関市 山口市 萩市 防府市 下松市 岩国市 光市 長門市 柳井市 周南市

要支援１ 2.6 2.8 2.2 2.5 2.1 4.0 4.0 2.7 2.6 2.3 2.0 1.8 1.5 2.5 1.9

要支援２ 2.6 2.5 2.0 2.5 2.1 2.9 2.7 2.4 2.4 2.6 2.6 2.7 2.1 1.9 1.9

要介護１ 3.7 4.6 5.2 5.0 3.5 4.9 5.0 4.4 4.5 4.6 4.5 3.8 4.2 4.0 3.9

要介護２ 3.2 3.0 3.0 3.3 3.4 2.9 3.1 2.8 3.0 2.5 3.7 2.7 4.0 3.1 2.5

要介護３ 2.4 2.2 2.1 2.3 2.8 2.2 2.2 2.0 2.1 1.9 2.4 1.9 2.8 2.2 1.8

要介護４ 2.3 2.3 1.9 2.3 2.3 2.7 2.1 2.6 2.1 2.4 2.2 1.9 2.2 2.0 1.8

要介護５ 1.7 1.6 1.3 1.7 1.8 1.6 1.5 1.7 1.6 1.7 1.7 1.4 1.8 2.0 1.4

合計認定率 18.5 19.0 17.7 19.6 18.1 21.1 20.5 18.6 18.3 17.9 19.1 16.2 18.6 17.7 15.2

第４節 全国・山口県平均、山口県内１３市介護サービス 

給付状況等比較 
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２ 受給率 

(1) 要介護認定者１人当たりの在宅サービス受給率 
   

本市の要介護認定者１人当たりの在宅サービス受給率は、全国より 0.2％低く 

山口県より 0.3％低い状況です。県内他市との比較は、高い割合順で 13 市中 7 

位となっており、最も高い市より 2.0％低く、最も低い市より 1.8％高い状況で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％） 

 
※小数点第１位未満は四捨五入で表記 

 

 

全国 山口県
山陽小

野田市
宇部市 美祢市 下関市 山口市 萩市 防府市 下松市 岩国市 光市 長門市 柳井市 周南市

要支援１ 0.7 0.9 0.7 1.0 0.9 1.0 1.5 0.7 1.1 0.6 0.6 0.6 0.6 0.5 0.9

要支援２ 1.2 1.2 1.0 1.3 1.3 1.3 1.4 1.1 1.3 1.1 1.2 1.3 1.0 0.8 1.1

要介護１ 2.7 3.3 3.5 3.8 2.3 3.6 3.6 3.1 3.6 3.4 3.0 2.8 3.0 2.7 2.9

要介護２ 2.4 2.2 2.2 2.5 2.3 2.1 2.2 2.1 2.4 1.9 2.5 1.9 2.8 2.0 1.7

要介護３ 1.3 1.1 1.2 1.4 1.1 1.2 1.0 0.9 1.2 1.2 1.2 1.2 1.2 0.8 0.9

要介護４ 0.9 0.7 0.6 1.0 0.5 0.8 0.7 0.6 1.1 0.8 0.6 0.7 0.5 0.5 0.7

要介護５ 0.5 0.4 0.3 0.5 0.3 0.4 0.4 0.3 0.6 0.5 0.4 0.4 0.3 0.4 0.4

合　　計 9.7 9.8 9.5 11.5 8.7 10.4 10.8 8.8 11.3 9.5 9.5 8.9 9.4 7.7 8.6
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(2) 要介護認定者１人当たりの施設サービス受給率 
     

 本市の要介護認定者１人当たりの施設サービス（介護老人福祉施設、介護老人

福祉施設、介護療養型医療施設）受給率は、全国より 0.2％低く、山口県より

0.3％低い状況です。県内他市との比較は、高い割合順で１３市中９位となって

おり、最も高い市より 2.0％低く、最も低い市より 0.2％高い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

※小数点第１位未満は四捨五入で表記 

 

 

 

全国 山口県
山陽小

野田市
宇部市 美祢市 下関市 山口市 萩市 防府市 下松市 岩国市 光市 長門市 柳井市 周南市

要支援１ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要支援２ 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護１ 0.1 0.2 0.3 0.2 0.3 0.2 0.3 0.1 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.3 0.3

要介護２ 0.3 0.3 0.3 0.3 0.5 0.2 0.3 0.2 0.3 0.2 0.4 0.2 0.3 0.6 0.3

要介護３ 0.7 0.6 0.6 0.5 1.2 0.6 0.7 0.7 0.6 0.5 0.6 0.5 0.9 0.8 0.5

要介護４ 1.0 1.1 0.9 0.9 1.5 1.2 1.0 1.5 0.9 1.2 1.0 0.9 1.1 1.1 0.8

要介護５ 0.8 0.8 0.6 0.8 1.2 0.8 0.7 1.1 0.7 0.9 0.8 0.7 1.2 1.2 0.7

合　　計 2.9 3.0 2.7 2.7 4.7 3.0 3.0 3.6 2.7 3.0 3.0 2.5 3.7 4.0 2.6
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(3) 要介護認定者１人当たりの居住系サービス受給率 
 

本市の要介護認定者１人当たりの居住系サービス（認知症対応型共同生活介護、

特定入居者生活介護）受給率は、全国より 0.4%高く、山口県より 0.5％高い状

況です。県内他市との比較は、高い割合順で 13 市中 2 位となっており、最も高

い市より 0.5％低く、最も低い市より 0.9％高い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：％） 

 

※小数点第１位未満は四捨五入で表記 

 

 

 

全国 山口県
山陽小

野田市
宇部市 美祢市 下関市 山口市 萩市 防府市 下松市 岩国市 光市 長門市 柳井市 周南市

要支援１ 0 0 0.1 0 0.1 0 0 0 0 0 0.1 0 0 0 0

要支援２ 0 0 0.1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

要介護１ 0.3 0.3 0.4 0.3 0.4 0.2 0.2 0.3 0.2 0.2 0.6 0.2 0.2 0.3 0.2

要介護２ 0.3 0.3 0.3 0.2 0.3 0.2 0.2 0.3 0.2 0.2 0.5 0.2 0.3 0.3 0.2

要介護３ 0.3 0.2 0.3 0.2 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.2 0.4 0.1 0.2 0.3 0.2

要介護４ 0.2 0.2 0.2 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0.1 0.2 0.3 0.1 0.1 0.2 0.2

要介護５ 0.1 0.1 0.2 0.1 0.1 0.1 0.1 0 0.1 0.1 0.2 0.1 0 0.1 0.1

合　　計 1.2 1.1 1.6 1.0 1.2 0.8 0.8 0.9 0.7 0.9 2.1 0.7 0.8 1.2 0.9
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３ 給付月額 

(1) 第１号被保険者１人当たりの給付月額 

     

本市の第 1 号被保険者 1 人当たりの給付月額は、全国より 514 円低く、山口

県より 226 円低い状況です。県内他市との比較は、高い金額順で 13 市中 7 位

となっており、最も高い市より 2,393 円低く、最も低い市より 2,682 円高い状

況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※小数点第１位以下は四捨五入で表記 

 

 

 

全国 山口県
山陽小

野田市
宇部市 美祢市 下関市 山口市 萩市 防府市 下松市 岩国市 光市 長門市 柳井市 周南市

要支援１ 191 208 189 199 222 233 337 182 182 112 179 141 95 128 213

要支援２ 403 356 301 396 373 383 470 323 278 227 370 350 236 243 343

要介護１ 3,256 4,085 4,792 4,617 3,430 4,099 4,664 3,512 4,155 3,842 3,873 3,564 3,134 3,204 3,825

要介護２ 4,082 4,041 4,128 4,525 4,546 3,670 4,373 3,537 4,217 3,248 4,830 3,440 4,250 4,257 3,245

要介護３ 4,737 4,235 4,478 4,685 5,019 4,059 4,176 3,602 4,150 4,115 4,623 3,801 4,326 4,380 3,475

要介護４ 5,118 4,958 4,502 5,223 4,986 5,601 4,653 5,501 5,166 5,286 4,754 4,472 3,747 4,376 4,243

要介護５ 4,169 3,785 3,052 4,190 4,037 3,705 3,369 3,832 3,949 4,445 3,780 3,501 3,587 4,833 3,416

合　　計 21,956 21,668 21,442 23,835 22,613 21,750 22,042 20,489 22,097 21,275 22,409 19,269 19,375 21,421 18,760
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(2) 第１号被保険者１人当たりの給付月額（在宅サービス） 

  

  本市の第１号被保険者 1 人当たりの給付月額（在宅サービス）は、全国より

173 円高く、山口県より 168 円低い状況です。県内他市との比較は、高い金額

順で 13 市中 5 位となっており、最も高い市より 2,527 円低く、最も低い市よ

り 3,488 円高い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円） 

 

 

 

 

※小数点第１位以下は四捨五入で表記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国 山口県
山陽小

野田市
宇部市 美祢市 下関市 山口市 萩市 防府市 下松市 岩国市 光市 長門市 柳井市 周南市

第１号被保険者１

人あたり給付月額

（在宅サービス）

11,548 11,207 11,375 13,902 8,773 11,728 11,921 9,433 13,422 11,250 10,051 10,673 8,816 7,887 9,795
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(3) 第１号被保険者１人当たりの給付月額（施設及び居住系サービス） 
 

本市の第 1 号被保険者 1 人当たりの給付月額（施設及び居住系サービス）は、 

全国より 341 円低く、山口県より 395 円低い状況です。県内他市との比較は、

高い金額順で 13 市中 7 位となっており、最も高い市より 3,773 円低く、最も

低い市より 1,470 円高い状況です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：円） 

 

※小数点第１位以下は四捨五入で表記 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

全国 山口県
山陽小

野田市
宇部市 美祢市 下関市 山口市 萩市 防府市 下松市 岩国市 光市 長門市 柳井市 周南市

第１号被保険者１人あ

たり給付月額（施設お

よび居住系サービス）

10,408 10,462 10,067 9,935 13,840 10,023 10,121 11,057 8,676 10,026 12,360 8,597 10,559 13,535 8,966


